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▽
冒
頭
、
福
島
み
ず
ほ
県
連
合
代
表
は
過
日
の
自
治

体
選
挙
・
参
議
院
選
挙
の
取
り
組
み
に
感
謝
を
述
べ

た
あ
と
「
比
例
区
・
仲
村
み
お
、
選
挙
区
・
相
原
り
ん

こ
さ
ん
を
当
選
さ
せ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
お
詫
び
を

す
る
。
参
院
選
挙
で
は
政
党
要
件
２
％
を
ク
リ
ア
で

き
た
の
は
神
奈
川
で
は
選
挙
区
候
補
を
立
て
て
良
か

っ
た
。
い
ま
社
会
保
障
の
問
題
、
全
国
の
公
立
病
院

の
統
廃
合
・
カ
ジ
ノ
誘
致
問
題
な
ど
あ
る
が
、
今
後

は
自
治
体
議
員
を
ど
う
増
や
す
こ
と
が
課
題
、
そ
の

た
め
に
政
治
ス
ク
ー
ル
も
取
り
組
む
。
カ
ジ
ノ
誘
致 

十
月
二
〇
日(

日)

、
横
浜
市
内
に
お
い
て
。
第
十
六

回
神
奈
川
県
連
合
全
県
活
動
交
流
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
第
一
部
は
全
国
連
合
総
務
企
画
局
長
の
横
田
昌
三

さ
ん
に
よ
る
講
演
、
テ
ー
マ
は
「
所
費
税
と
日
本
の
経

済
」、
第
二
部
は
県
連
合
か
ら
の
報
告
と
問
題
提
起
で

「
参
院
選
総
括
案
」「
横
浜
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
問
題
」「
新

報
・
月
刊
社
会
民
主
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
」
な
ど
討

論
さ
れ
ま
し
た
。 

問
題
で
言
え
ば
住
民
投
票
、
市
長
リ
コ
ー
ル
な
ど
あ
る

が
、
社
民
党
は
リ
コ
ー
ル
も
視
野
に
入
れ
県
全
体
で
取

り
組
み
た
い
。
衆
院
選
挙
は
い
つ
あ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
。
憲
法
９
条
を
改
悪
さ
せ
な
い
、
９
条
に
自
衛
隊
を

明
記
さ
せ
な
い
運
動
を
貫
い
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

 

▽
講
演
で
横
田
昌
三
さ
ん
は
所
費
税
増
税
の
問
題

点
に
つ
い
て
①
家
計
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ

な
い
。
⓶
景
気
と
税
収
に
ダ
メ
ー
ジ
。
③
災
害
時
の

被
災
者
に
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
負
担
増
。
④
所
得
が

低
い
人
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
景
気
は
減
速
、
逆

進
性
。
年
収
２
０
０
万
円
に
満
た
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
ー
。
⑤
不
公
平
の
拡
大
と
所
得
再
分
配
の
機
能

の
低
下
。
⑥
転
嫁
で
き
な
い
中
小
零
細
企
業
、
医
療

機
関
等
に
は
厳
し
く
、
消
費
者
に
転
嫁
で
き
る
大
企

業
に
は
「
お
得
」
な
制
度
。
➆
年
金
・
医
療
・
介
護

の
た
め
と
い
う
目
的
税
化
の
問
題
点
、
福
祉
が
「
人

質
」
に
な
っ
て
い
る
等
７
点
を
あ
げ
、「
法
人
税
率

減
に
よ
る
大
企
業
の
内
部
留
保
（
利
益
剰
余
金
）
４

６
３
兆
１
３
０
８
億
円
の
穴
埋
め
に
消
費
税
増
税

は
決
し
て
健
全
で
は
な
く
、
十
月
に
強
行
さ
れ
た
１

０
％
消
費
税
は
即
刻
中
止
す
べ
き
。
今
の
日
本
経
済

は
実
質
賃
金
低
下
、
新
規
雇
用
の
７
割
は
非
正
規
労

働
、
年
金
支
給
額
も
減
、
生
活
保
護
受
給
高
齢
者
も

最
多
、
子
ど
も
の
貧
困
率
も
上
が
っ
て
い
る
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
ま
や
か
し
だ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
」
と
指
摘
。「
社
民
党
が
主
張
し
て
い
る

の
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
主
張
し
て
い
る
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
（
富
め
る
者
が
富
め
ば
、
貧
し
い
者
に
も
自

然
に
富
が
滴
り
落
ち
る
）
で
は
な
く
、
ボ
ト
ム
ア 
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ッ
プ
（
下
位
か
ら
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
全
体
を
ま
と
め

て
い
く
管
理
方
式
）
で
家
計
を
底
上
げ
す
る
た
め
に
賃
上

げ
、
非
正
規
労
働
の
正
規
化
、
安
定
雇
用
の
拡
大
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
中
小
企
業
支
援
策
、
な
ど
消
費
増
税

で
は
な
く
、
個
人
消
費
を
中
心
に
内
需
拡
大
を
、
働
く
者
・

市
民
の
生
活
再
建
こ
そ
め
ざ
す
べ
き
）
と
解
説
。「
日
本
は

消
費
課
税
の
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
デ
フ
レ

の
原
因
は
規
制
緩
和
か
ら
大
企
業
に
お
け
る
雇
用
制
度
が

変
わ
り
名
目
賃
金
ダ
ウ
ン
、
モ
ノ
が
買
え
な
く
な
り
、
個

人
消
費
が
弱
ま
っ
た
。
社
民
党
経
済
政
策
は
社
会
の
底
上

げ
を
図
る
た
め
に
憲
法
１
３
条
の
幸
福
追
求
権
、
２
５
条

の
生
存
権
に
基
づ
い
て
①
働
く
者
の
賃
金
ア
ッ
プ
⓶
社
会

保
障
費
の
増
③
税
制
の
公
平
性
を
訴
え
て
き
て
い
る
。
私

た
ち
の
役
割
は
憲
法
の
理
念
や
人
権
、
権
利
を
現
実
の
政

治
や
暮
ら
し
に
活
か
す
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
構
造
改
革
で

貧
困
の
拡
大
、
資
本
主
義
の
矛
盾
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て

来
て
い
る
。
闘
っ
て
い
る
市
民
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
と

連
帯
し
て
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
。
働
く
者
が
社
会
の

主
体
に
な
る
次
の
社
会
、
創
造
し
て
い
く
社
会
を
作
る
た

め
に
共
に
頑
張
ろ
う
」
と
訴
え
た
。
参
加
者
は
四
十
五
名
。 

 

十
日
、
県
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
決
起
集
会
を
開
催
、 

二
百
二
十
名
の
参
加
。
そ
の
後
駅
頭
宣
伝
、
宣
伝
カ
ー
を
使
っ

て
の
街
頭
宣
伝
、
個
別
オ
ル
グ
、
電
話
戦
術
、
比
例
区
ポ
ス
タ

ー
の
張
り
出
し
な
ど
行
っ
た
。
選
挙
区
候
補
に
つ
い
て
は
「
相

原
り
ん
こ
」
さ
ん
に
決
ま
っ
た
の
が
選
挙
告
示
前
一
か
月
と
い

う
短
期
決
戦
。
立
候
補
に
向
け
た
準
備
だ
け
で
精
一
杯
で
納
得

が
い
く
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
公
営
掲
示
板
、

公
選
ハ
ガ
キ
、
選
挙
公
報
、
社
会
新
報
号
外
の
配
布
選
挙
カ
ー

の
運
行  

 

。
個
人
演
説
会
は
二
カ
所  

 

。 

選
挙
結
果
は       

・
仲
村
み
お
（
比
例
区
） 

   

九
六
六
八
一
票
票 

・
相
原
り
ん
こ
（
選
挙
区
）   

六
一
七
〇
九
票
（
１
．
６
９
％
） 

▽
本
日
出
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
総
括
案
は
更
に
県
下

支
部
連
合
・
各
総
支
部
で
総
括
が
議
論
さ
れ
、
最
終
的

に
は
十
二
月
十
五
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
神
奈
川
県

委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。 

続
い
て
、
金
子
豊
貴
男
幹
事
長
よ
り
参
議
院
選
挙
の
比

例
区
と
選
挙
区
の
闘
い
の
報
告
… 

「
仲
村
み
お
比
例
区
重
点
候
補
」
が
昨
年
の
十
二
月
に
決

定
さ
れ
、「
仲
村
み
お
応
援
団
神
奈
川
」
を
結
成
。
六
月 

当
日
出
さ
れ
た
要
請
書 

・
横
浜
市
の
カ
ジ
ノ
誘
致
撤
回
を
求
め
る
要
請
書 

 

（
林
文
子
横
浜
市
長
あ
て
） 

 

参議員選挙総括な

どを提起する金子

豊貴男幹事長 

討論に参加した仲間、１０月に入党したばかりの女性の姿もあった 


